
授業改善推進プラン   ＜ 国 語 科 ＞ 

 

（ 国 語 ）科における平成２９年度授業改善推進プランの検証 

取り組みにおける成果と課題 

・ 読解力に関しては、説明文・文学作品のどちらも文章の構成や展開をとらえて読む

力がついてきている。 

・ 説明文で文章から必要な情報を集めたり、文章の構成や展開をとらえる力をより強

化する必要がある。 

・ 漢字では、特に 2年生において読む、書く能力がやや不足している点、語彙力が弱

い点が課題である。 

 

（ 国 語 ）科における調査結果の分析 
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○正答率においては１、３年の基礎、活用とも目標値を上回っていた。２学年

では活用の部分の表現力がやや目標値を下回っている。１、３学年は全国平

均と同じ水準の結果となった。 

○「話すこと・聞くこと」については１学年が目標値を下回ったものの、２、

３学年はほぼ全国平均と同じ結果となった。 

○「読むこと」については、全学年とも目標値は越えて、１、３年は全国平均

を上回る結果になった。 

○「書くこと」については、どの学年も目標値は越えている。 

○「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」は１、３年が目標値は超え

て、２学年では目標値を下回っている。 

観
点
別
結
果
の
分
析 

○３学年はどの観点においても、目標値を上回った。 

○１学年は「国語への関心・意欲・態度」「話す・聞く能力」の観点が目標値を

下回った。積極的に課題に取り組んだり、教科に対しての好きな気持ちがあ

まり養われていないのではと考えられる。 

○２学年は「言語に対する知識・理解・技能」の観点が目標値を下回る。 

調査結果に基づいた授業改善のポイント 

１ 基礎的な読解のスキルを向上させる。     

→文学作品を読む際に押さえる、場面展開や登場人物の心情をとらえる力をつ

かむために文中の行動描写や情景描写など細かい表現にも注意を払わせる。

説明的文章を読む際に把握する中心文の理解を、新聞やワークシートなどを

活用して普段から練習させる。また、教科書の教材に関連した別の文章にも

触れる機会を増やして、学習した内容の定着を図る。 

２ 漢字の読み、語彙力を充実させる。 

   →日常的に漢字の学習を取り入れ、プリントを使って家庭や学校で繰り返し練

習させたり、授業で小テストを行ったりして、漢字を書く力をつけさせる。 

 また、さまざまな学習活動の中で表記について適宜指導する。 

３ 話すこと聞くことを意識させる。 

    →日頃から全体と部分に注意し、集中して話を聞く態度を養う。 

 

（ 国 語 ）科の授業改善策 

○授業での教師の発言やお互いの生徒同士の発言を大切にする。聞く習慣を養う。 

○説明的文章を読む力をつけるために、新聞や教科書の教材に関連した別の文章を読む

などいろいろな文章に触れる機会を作り、ワークシートなどを活用して情報を取捨選

択する力を身につけさせる。 

○書く力をつけるために、作文のガイドラインや構想を練る練習をさせるとともに、相

手や目的、意図に応じた短作文を論理的に構成させる。 

 


